
海域の水環境の状況を把握するため，モニタリングを実施しています。

水質は比較的良好ではありますが，春は河川からの汚濁負荷，夏はそれに加え，植物プランクト
ンの発生の影響でＣＯＤが上昇することがあります。

函館海域の状況 ＜水質②＞
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＜函館湾・函館港のCODの経年変化＞

水産２級
ボラ・ノリなどが生息する水質
水産１級
マダイ・ブリ・ワカメなどが生息する水質函館港

函館湾

水産２級

水産１級

ＣＯＤ(化学的酸素要求量)

水中の有機物などを薬品（酸化剤）で化学的に分解した際に消費
された酸素量のことです。海域の汚濁指標として採用しており，
この値が大きいほど汚濁が著しいことになります。


